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論文

人間社会環境研究第33号2017.3

チベット・アムド地域における婚姻・家族と
親族名称に関する研究

一中国青海省貴徳県S村の事例から一

人間社会環境研究科人間社会環境学専攻

ガザン（孜藏）

要旨

本稿は，チベット族の婚姻・家族と親族名称に関して，先行研究と参与観察や聞き取りに基づ

く人類学的フィールドワークによる調査資料を分析して作成したものである。チベット族の婚姻

形態は一般に一夫一妻制であるが，経済的理由で複数婚姻形態も行った例はいくらか存在してい

た。婚姻する際には，「骨系或いは家系」をよく調べた上で，村単位のコミュニティ内において

恋愛，見合い結婚するのが一般的である。しかし，2000年代の西部大開発以降のインフラ開発の

進展，市場経済化などの影響を受けて，村単位の地域コミュニティを超えて恋愛し，自由恋愛結

婚が増えている。

本稿では，まず，チベット族の婚姻・家族に関する先行研究を分析し，チベット族の婚姻形態

と「骨と血」の出自について述べる。次に，調査対象のS村落での聞き取り資料を事例として，

チベット・アムド地域の婚姻・家族について論述し，アムド地域の親族名称について記述する。

最後に，2000年代の西部大開発のインフラ開発や出稼ぎの影響によって，チベット・アムド地域

の婚姻が自由恋愛結婚になりつつある傾向，婚姻と家族の形態の変化について考察する。
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Abstract

Thepaperfbcusesonthemarriage,family,andkinshipamongTibetansbasedontheprevioussmdies

and6eldwork.MarriagesinTibetaregenerallymonogamous.However,somecasesofpolygamous

marriagesalsoexistduetoeconomicreasons.Researchindicatesthatgettingmarriedviaablinddate

withsomeoneinthesamevillagewascommoninTibetan.However,withtheestablishmentofthemarket

economyandtheeconomicdevelopmentinrecentyears,therehavebeenanininmarriagesfbrloveand

beyondthegeographicalboundaries.

ThepaperbeginsbyanalyzingpreviousstudiesaboutmarriageandtheiamilysysteminTibet,andthen
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describesthetypesofmarriageand''boneandblood,"atraditionalconceptamongTibetans.Thesecond

partofthepaperdealswithcasesmdies廿omtheSvillage,anddescribesthemarriage,family,andkinship

amongAmdoTibetans.Finally,thepaperdiscussestheimpactofrecentsocialchangesontheTibetan

marriagesystem;suchastheEconomicDevelopmentPlanonthewestemareasandthemovementof

youngpeopletobigcitiesfbrwagelabor

Keyword

AmdoTibetan,marriage,family,kinship

一．はじめに

本稿の研究対象であるアムド地域の婚姻のみな

らず,チベット全地域にとって,結婚する際に,「骨

系或いは家系｣，調査地で「ムジェ，チィムジェ」

(mirgyud人・系khyimrgyud家・系）とも呼

ぶが，家系をよく調べた上で，村単位のコミュニ

ティ内において恋愛，見合い結婚するのが一般的

である。しかし，21世紀に入ってから，西部大開

発以降のインフラ開発の進展，市場経済化などの

影響を受けて，村単位の地域コミュニティを超え

て恋愛し，自由恋愛結婚するのが主流になりつつ

ある。

チベット族の婚姻に関する先行研究の中で，

様々 な理由（経済的な理由はMelvynC.GoldStein

の指摘，精神的な理由はNancyE.Levineの指摘：

六鹿2011,大川2007)で行った複数婚姻形態につ

いて，外国人は興味を持っているようであるが，

アムド地域では，青海省ゴロク（果洛・チベット

族自治州の一部の地区）を除いて複数婚姻は習俗

的，伝統的に禁止し，厳密な外婚制がある｡

現在発見されている古代チベットの結婚に関す

るボン教の古文書の中で，人間の最初の婚姻はど

のように発生したか，具体的な結婚の過程儀

式などが詳しく記載してあり，天から降りてき

た女と地上の男が結婚した。その古文書の名は

『mingsringdpalbgosdanglha､dogsj(Samten.

GKarmayandYasuhikoNagano2002)と呼ば

れ，この古文書を通じて，チベット族の婚姻形態

は太古から一般的に一夫一妻制であり,結婚の時，

嫁側の親族の地位が高くl,婿側の地位が低いの

が分かった。

本稿では，まず，先行研究が少ないチベット・

アムド地域における婚姻と家族の形態を明確にす

るため，他チベット地域の婚姻形態や骨系，家系

に関する先行研究をまとめて分析し，アムド地域

における婚姻と家族の形態の事例を取り上げなが

ら，チベット族の婚姻と家族の形態，親族名称に

ついて述べたい。さらに，西部大開発のインフラ

開発や出稼ぎの影響によるチベット・アムド地域

の自由恋愛結婚になりつつある傾向，婚姻と家族

形態の変化について考察する。

二．調査地の概要

本稿のデータはチベット・アムド地域2或い

は青海省（チベット語：ツォルゴ蒋函mtsho

sngOn,面積:721,000km2)海南（チベット語：ツオ

ロ副珂mtsholho,面積:33,210km2)チベット

族自治州貴徳（チベット語：ティカ冒叩khraika,

面積:3462.71km2)県S村落で収集したものである。

青海省は1928年に成立し，省名は，省内に国内

最大の湖沼である青海湖があることに因む。青海

省の行政区画は，地級市と自治州と二つの枠組み

で構成されており，地級市は西寧市と海東市であ

る。自治州は玉樹ゴロク（果洛)，黄南，海南，

海北のチベット自治州及び海西モンゴル自治州で

ある。
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青海省の領域の大部分は，「アムド地域」に属

し，アムド地域の西部から中央部を占めており，

青海省政府が管轄する自治州の中で，東南部に位

置する玉樹一帯のみ，チベット・カム地域に属す

る。言葉もチベット語・アムド方言3である。

調査対象のS村の行政の変革としては，現在常

牧鎮に属しているが,1956年に東溝郷に属した。

1959年に常牧公社に属し,1961年に東溝・周屯公

社に属した。1965年に東溝と周屯公社が合併して

東溝公社を形成した。1984年に公社を郷という行

政の単位に変更して東溝郷に属した。2006年8月

に，青海省政府の許可を得た上で，常牧郷と東溝

郷は合併して常牧鎮として，「鎮」という行政単

位になった。

常牧鎮は貴徳県の東北に位置し，県政府所在

地と20Km離れている。『2011年貴徳統計年鑑』

によると，常牧鎮の総戸数は4,732戸，総人口は

18,085人であり，この中の男性は9,058人，女性は

9,027人であった。

常牧鎮の宗教については,仏教,ボン教，シャー

マニズムなどが共存しており，民族も蔵族のみで

はなく，他に4民族が共存している。以下に各民

族の人口を表示する。

表12011年常牧鎮各民族の人口統計表
単位：人

2011年常牧鎮各民族の人口統計表

総人口 蔵族 漢族 回族 土族

男 9,058 7,509 1,466 65 18

女 9,027 7,633 1,314 64 16

合計 18,085 15,142 2,780 129 34

(出所:2011年貴徳統計年鑑により筆者作成）

S村は，周辺の村と比べると，仏教ゲルク派，

ニンマ派，ボン教と三つの宗派が共存している｡

周辺の村は仏教を信仰している集落である。

三．アムド地域における婚姻。家族

3.1先行研究におけるチベット族の婚姻

アムド地域で収集した一次資料や他チベット地

域の婚姻に関する調査資料から，チベット族の婚

姻形態は一般的に一夫一妻制であるが，経済的理

由で複数婚姻形態も以下のようにいくらか存在し

ていたことが分かる。

以下にアムド地域の婚姻形態を明確にするた

め，他チベット地域と共通する一夫一妻婚制や骨

系，家系についての先行資料を引用する。

「現在，錯那村（チベット自治区那曲地区安多

県に属する）では，一夫一妻の婚姻制度が行われ

ている。1959年以前には,チベット牧畜地区では，

｢一妻多夫」の婚姻がかなり多かった。今，錯那

村では，「一妻多夫」婚姻は1例もない」（包智

明1992:55)。雲南省迪慶藏族自治州に属するj

村で調査を行った六鹿桂子氏によると，「j村に

は現在一妻多夫婚や一夫多妻婚をしている夫婦は

いない。ただ兄弟型一妻多夫は1900年代初め頃に

1組だけあった。姉妹型一夫多妻婚も1980年頃に

していた村民はいたが，現在その村民は，その姉

妹の中の一人と一夫一婦婚の形で結婚している。

つまりj村では以前から一妻多夫や一夫多妻婚と

いう婚姻形態がおこなわれてこなかったわけであ

る」（六鹿2007:49)。このような民族誌的な事例

から現在チベットの婚姻形態は主に一夫一妻制で

あることが窺える。

しかし,WuQi氏が行った2012年のインタ

ビューによると，四川省松藩県の一部の地区で

一妻多夫婚の例も少ないが，見ることができ

る。「松藩県川主寺鎮伝子溝村Ngagdbangtshe

ringbkrazhis氏によると，我が村（伝子溝

村）は50世帯がおり，その中で一妻多夫婚は3

世帯のみ存在しているのが分かる。我がツオワ

(氏族）は12世帯あるが，一妻多夫の例はない。

40代以下の村人の中で一妻多夫婚の例はない」

(WuQi2013:108)。

婚姻は夫婦により構成され,生育団体を形成し，

世帯を継承するためのものである。チベット全地

域では，「骨系」（チベット語：リュパruspa)と

よくいう。「チベット系社会の多くには，男系出

自を表現するく骨〉の観念が存在し，父親からそ

の子供達には同一のく骨〉が引き継がれるとされ

る。〈骨〉を共有する者は，たとえ明確な血縁関
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係が存在しない場合にも共通の先祖から分かれて

きたとされ，彼等同士での結婚はインセストを

犯すものとして厳しく禁じられる」（棚瀬1991:

160)。「｢あなたのリュパはなにですか」と聞く

と，「父のは××，母のは××です」と父と母両

方の骨系をともに答える」（包智明1992:56)。「こ

れらの父系血縁グループをruibaすなわちチベッ

ト語で「骨」を意味する語で呼ぶときには，これ

はまず父系そのものを指す。たとえある家族に息

子がなく娘ばかりがあり，そのため婿養子をとっ

ても，婿の骨は決して養家の父の骨に変えられる

ことはない。（中略）娘ばかりなら，その家系の

骨は，まぎれもなくその次の世代で断絶する。し

かしこの場合，「家系相続」とは何を意味するの

かを明確に示した論者は殆どない。（中略）家産

の相続という意味での家系相続のためなら婿養子

は役立つが，父系の血統を相続するという意味で

の家系相続なら，婿養子は完全に無意味である。

(中略）このように，父系と母方の父系とを「骨

と肉」あるいは「骨と血」というような組み合わ

せで表現し，人間がこの双方を備えねば不完全で

あるとするような観念は，チベット人のみならず

幾つもの北方ユーラシアの民族に見られる」（川

喜田1966:13)。しかし，ウ・ツァン地域（西藏

自治区ラサ市を中心した周辺地域）又は西チベッ

トにおいて結婚する際に，「同じ骨の者同士は，

絶対に結婚できない。すれば近親相姦である。実

際そんな例はひとつも現存していない。しかし同

じ肉の者同士の結婚は許される。そして少数例で

はあるが現存している」（川喜田1966:13)。

I・デシデリ氏によると，「同じ骨の2つの親族

の間の性交は，近親相姦とみなされ，すべての人

が忌避し，ひどく嫌う。同じ血もまた，結婚に対

して親族関係の中では最高の障害となる。した

がって，おじとその姪の結婚は許されない。しか

し，母方の実のいとことの結婚は許され，それ

はよく見られるところである」（薬師1991:296-

297)。

以上のように，「チベット人は2つの親族関係

を認めている。その1つはリュパ・チク，つま

り「同じ骨」の親族関係と呼ばれ，もう1つは

シャ・チク，「同じ血」の親族関係である。彼ら

はリュパ・チク，同じ骨の親族関係として，たと

え，いく世代にもわたっていろいろの分家にわか

れてきたとしても，そしてどれほど遠くても，

共通の祖先から系統を同じくする人たちを認めて

いる。シャ・チク，同じ血の親族関係は正規の婚

姻によってつくられた人たちである」（デシデ'ノ

1991:296)。

上述の先行資料のように，アムド地域でも，「近

親結婚は禁止であり，厳密な外婚制がある。同

じ「骨系」は絶対に通婚してはいけない」（金晶

2009:162)。

先行研究の資料を見ると,21世紀に入るまで，

チベット全地域の婚姻に関するもう一つの共通点

は通婚範囲の狭さであり，ほとんど村落と郷の範

囲内に限られる。村人の話によると，アムド地域

でも同じように，通婚範囲はほとんど村落内であ

る。調査対象のS村内の30代以上の夫婦はほとん

ど村内の通婚であり，村外からの嫁或いは婿の例

が少ない。なぜならば,2000年以前，若者たちが

知り合う機会としては，村内の仕事や夕方に行う

村の下手までの水汲み，晩御飯後の村民館でのド

ラマ放映会などであり，村を出て出稼ぎなどに行

く習慣がなかったため，若者たちが村外の人と知

り合う機会がなかったのである。村内で通婚した

ら，結婚の過程も非常に簡単であり，結婚に適し

た年齢4であれば，両親の承認で十分であった。

西部大開発におけるインフラ開発以前，チベッ

ト族の婚姻形式は伝統的であり，結婚の過程も非

常に簡単で，離婚の過程も簡単であった。結婚す

る際に，「役所に行って，法律的な手続きをする

必要もないし，結婚に対してのお祝いも家族内に

限られる。（中略）離婚は結婚と同じように手続

きが簡単である。法律的な手続きも必要でなく，

夫婦2人が分れて住めば，社会的に離婚と認めら

れる。財産と子供の扶養の問題は，2人のあいだ

で決める」（包智明1992:55)。

以上に述べた先行研究のように,現在は,チベッ

ト族の一般的な婚姻形態は一夫一妻婚であり，一
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妻多夫婚の例はわずかである。結婚する際に,「骨

系或いは家系」をよく調べた上で通婚するのが一

般的であり，同じ骨の者同士は，絶対に結婚で

きない。すれば近親相姦であると認識しているか

らである。しかし同じ肉の者同士の結婚は許され

る。骨系或いは家系を調べてから通婚するのがチ

ベット族の伝統的婚姻習俗である。

以下では，調査対象のS村の事例を中心にしな

がらアムド地域の婚姻と家族について述べる。

3.2アムド地域における婚姻

アムド地域においても，「骨系或いは家系」を

よく調べた上で,通婚するのが一般的である。「骨

系或いは家系」を調べる際，地域の人々は大きく

二つの点について考えている。第一の点は「骨」

であり，村民達の話によると，「骨」について浄

の世帯と不浄の世帯があると言う。不浄の世帯は

身体に変な匂いがする。その匂いの名は現地語で

｢セウル」と呼ぶ。浄の世帯は匂いがしない。不

浄の世帯は現地語で「ムザンワmigtsang」と呼

ばれている。また，もう一つの点は家の守護神で

あり，調査村内には，守護神の異なる家も存在す

る。異なる宗派徒はそれぞれ違う守護神を祀って

いる。仏教徒の多くの家の守護神はハデンラモ5

(dpalldanlhamo)であり，ごく少ない家の守護

神はチイラン6(the'uring猫の姿）である。

そのような浄の世帯と不浄の世帯，異なる守護

神の存在があるため，結婚する際に，浄の世帯と

不浄の世帯は結婚できず，異なる守護神の家間も

結婚できない。

2000年以前には，婚姻する際に，一般的に不浄

の世帯は不浄の世帯間で結婚し，浄の世帯は浄の

世帯間で結婚していた。異なる守護神の世帯も異

なる守護神の世帯間で結婚できず，同じ守護神の

世帯間で婚姻を行っていた。

浄の世帯の息子（又は娘）が不浄の世帯の人と

結婚すると，子供の世代から身体にセウルの匂い

がし，不浄の世帯となる。そのため結婚ができな

い。しかし，2000年以降は，村の若者達は村落を

離れて出稼ぎに出かけ，その影響や市場経済の発

展と共に，結婚恋愛が自由になり，浄の世帯と不

浄の世帯間で結婚している例も，少数例ではある

が見られるようになった。

事例1:

2005年,S村落のある男（現在32歳）と女（ど

ちらともS村の人）が自由恋愛し，結婚するつも

りだったが，男の方が不浄の世帯であったため，

女の方の家族が許さなかった。そのままで2年

後,子供ができたため，女の方の家族も仕方なく，

結婚することを許した。

事例2：

2009年,S村落のある男（現在27歳）と女（ど

ちらともS村の人）が自由恋愛し，結婚するつも

りだったが，男の方が不浄の世帯であったため，

女の方の家族が許さなかった。そのまま1年半が

経ち，女の方の家族も仕方なく，結婚することを

許した。

事例3：

2001年,S村落のある男（現在35歳）と女（ど

ちらともS村の人）が自由恋愛し，結婚するつも

りだったが，女の方が不浄の世帯であったため，

男の方の家族が許さなかった。半年後，男の方の

家族も仕方なく，結婚することを許した。

以上の3つの事例でわかるように,2000年以

降，浄の世帯と不浄の世帯間でも，通婚できるよ

うになった。しかし,2000年以前,S村落に浄と

不浄の世帯間で結婚する習俗が一切なかったわけ

ではなく，通婚している例もわずかにあった。

事例4：

1987年,S村落のある男（現在49歳）と女（ど

ちらともs村の人）が結婚した。男は不浄の世帯

であり，女は浄の世帯である。現在，28歳の女の

子と25歳の男の子がいる。子ども2人とも不浄の

世帯の人と結婚している。

2000年に実施した西部大開発以前は，通婚範囲

はほとんど村落内に限られ，村内の男（又は女）

と結婚したら，結婚の過程も非常に簡単であっ

た。しかし，親族間やツォワ内（氏族）では通婚

できないという外婚制がある。一方，アムド地域

でも，親戚であっても，同じ肉の者同士の結婚が



人間社会環境研究第33号2017.36

許される例がわずかに存在する。

事例5：

する例は少なくなっている。

アムド地域において，浄の世帯の男（又は女）

はチィラン(the'uring)を守護神として祀って

いる世帯の人と結婚しない。チィランを祀ってい

る世帯と結婚すると，子供の世代から不浄の家系

となってしまうため，アムド地域の習俗として非

常に注意をする。

事例7：

2007年,S村落のある男（現在28歳）と女（どち

らともS村の人）が自由恋愛で結婚した。男の父

の母と女の母は姉妹である。最初は，女の家族が

反対したが，そのまま2年後に子どももできたた

め，女の家族も仕方なく，結婚することを許した。

事例6：

1998年,S村落のある男（現在34歳）と女（ど

ちらともS村の人）が見合い結婚した。男の母の

母と女の母の母は姉妹である。

以上のようにアムド地域でも，同じ肉の者同士

の結婚は許される例がわずかに存在した。

アムド地域において,1983年より，結婚の登記

を行うように政府は要求していたが,2000年ま

で，実際に登記していた例は少なかった。2000年

代初めから，子どもを戸籍簿に記載するために，

子どもの両親の結婚証が必要になった。その時か

ら結婚したら，すぐ政府に登記する傾向となっ

た。現在でも,S村落において,50代以上の夫婦

で結婚証を持っていない例は多い。2000年に入る

まで，チベットの婚姻形式は伝統的であり，結婚

の過程も非常に簡単であったが，離婚の過程も簡

単であった。

西部大開発によるインフラ開発まで，通婚範囲

は村落内に限られており，村内で結婚したら，離

婚率も低い。しかし，西部大開発以降から，以下

の表2で示しているように，村内の人同士で結婚

インフオーマント（56歳の男性仏教徒）は，

守護神がチィランである世帯とはあまり喧嘩もし

ない方がいい，チィランの人が怒ったら，絶対に

思い掛けないことが起こると話してくれた7。

しかし，現在は，西部大開発のインフラ開発と

市場経済化の発展と共に，嫁不足や村人の出稼ぎ

などの影響で，違う守護神であっても，不浄の世

帯の人であっても，結婚する例は増加している。

表3:S村落の違う守護神の間の婚姻

表2：現在のS村落の結婚
(出所：2016年7月現地調査により筆者作成）

以上のようにチベット伝統的社会背景において

は，アムド地域では，結婚するとき，結婚相手の

家系あるいは骨系を調べた上で，通婚するのが一

般的であるが，表3で示すように，西部大開発以

降から，違う守護神であっても，不浄の世帯の人

であっても嫁不足などの原因で通婚する例も見ら

れるようになった。

結婚後の居住については，夫の家族と住むとい

う夫方居住を原則とする。アムド地域である青海

’B(32歳）

C(28歳）

D(29歳）

E(29歳）

F(27歳）

(出所:2016年7月現地調査により筆者作成）

夫 妻 守護神 結婚の年 形態

A a 夫はチィラン

妻はハデンラモ

1984 嫁入り

B b 夫はハデンラモ

妻はチィラン

2006 嫁入り

C C 夫はハデンラモ

妻はチイラン

2N8 嫁入り

， 。 夫は不浄の世帯、
ハデンラモ

妻はハデンラモ

2011 婿取り

E e 夫はチイラン

妻はハデンラモ

2014 嫁入り

●この表の中の夫婦の詳細な年齢は不明である。

夫 妻 結婚の年 形態 村内／外

A(29歳） a 2006 嫁入り 外

b 2008 嫁入り 外

C 2010 嫁入り 外

． 2013 嫁入り 外

e 2014 嫁入り 外

f 2008 嫁入り 内

J(34歳）
●
１
Ⅱ
Ⅱ
》

2006 婿取り 外

H(31歳） h 2010 婿取り 外

I(26歳）
●
。
■
■
△ 2014 婿取り 外

●この表の中の妻の詳細な年齢は不明である。
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省に属する黄南藏族自治州同仁県の婚姻居住制

に関する先行資料によると，「ランジャ村(Gling

rgya同仁県シュンポンシ郷政府に属する）にお

いて，ほぼ82.1%の婚姻は夫方居住であり，一方，

17.9%の婚姻は妻方居住である」(Jixiancairang

2012:10)。調査対象のS村落でも，一般的に夫方

居住である。

3．3アムド地域における家族

チベット・アムド地域社会の「チム(khyim)」

(家）の概念は共住，共食，共財の生活共同集団

の親族単位を意味する。アムド地域に現存してい

る世帯形態は，大家族と直系家族核家族単身

世帯であり，中でも，村落社会にとって，大家族

と直系家族は一般的な世帯形態であるが，2000年

以降の西部大開発の影響やインフラ整備などの近

代化市場経済化などの影響で，若者達は出稼ぎ

に出かける傾向となった。また,1985年に政府は

教育体制改革を決定し,1986年に実施した九年義

務教育の政策などの影響で，子供達の進学率が高

くなった。それらの影響を受けて，徐々に核家族

表4:S村の世帯規模

世帯 世代数(世代） 世帯人口（人）

① 3 5

② 2 3

③ 3 7

④ 2 5

⑤ 2 4

⑥ 2 4

⑦ 2 3

⑧ 3 5

⑨ 3 5

⑩ 3 5

⑪ 1 1

⑫ 3 7

⑬ 3 4

⑭ 3 6

⑮ 3 7

⑯ 2 3

⑰ 3 7

⑱ 3 4

⑲ 4 6

⑳ 3 5

世帯も増加した。

S村の家族の人口規模は，ほぼl～7人家族で

構成されている。2016年3月に聞書き調査をした

20軒の家族人口規模を表4として取り上げる。

表4で示すように,S村では，家はl～4世代

から成り立っており，2～3世代の人が一つの世

帯として生活しているのが一般的である。

アムド地域における大家族は，「例えば，子供

2人が結婚しても労働力を保持するため分家せ

ず,1人が草原で牧畜業を行い,1人が村で農業

を行いながら両親や祖父や祖母の面倒を見ている

形である」（ガザンジェ2015:92)｡

例1:A世帯の家族構成

例lで示すように,A世帯は6人の家族で構成

されており，64歳A氏の弟（64歳のb)と妹(58

歳のc),その妹(c)の息子(c)と妻(h),婚

出した妹(d)の息子(f)と6人である。58歳

の妹(c)は婚出したが，離婚して息子(9)を

連れて実家に戻った｡64歳弟も婿に行ったが，離

婚して実家に戻ってきた。68歳A氏は結婚できな

かった。婚出した妹(d)の息子は中学校に進学

している｡そのため，6人は大家族として食事や

生計などを共にし，生活の基盤である畑や家畜を

共有して共同生活を送っている。

中根は「大家族形成の構造原理が兄弟（姉妹）

の連帯にあったのに対し，直系家族のそれは，父

一息子の継承線にあるということができる」と主

張する（中根1973:101)。調査対象のS村落にとっ

て，直系家族が一般的な世帯形態である。例とし

て以下に取り上げる。
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例2:B世帯の家族構成

例2で示すように,B世帯は6人の家族で構成

されており,B氏の父母とB氏夫婦，娘と息子2

人である。B氏は37歳であり,b氏は32歳である。

父母は70歳代である。b氏も2010年まで結婚して

いなかったため，大家族として食事や生計などを

共にし，生活の基盤である畑や家畜を共有して共

同生活を送ってきた。その後2010年に結婚し，家

の財産を分けられて分家した。父母の面倒は長男

のB氏がみている。つまり，長男のB氏が家長の

後継者であるが，上に述べた“骨系又は家系'，と

してはB氏とb氏の家の家系が同じである。

Bとb家はボン教の家であり，嫁lと嫁2は村

外の仏教ゲルク派出身である。嫁入りしてからボ

ン教に改宗したというが，日常唱えている経は仏

教のターラー讃や六字真言などであった。

例3:C世帯の家族構成

霧雷？■霧■篝

琴琴魯

C世帯は4人家族で構成されており,C氏夫婦

と娘と婿との4人である。C氏は81歳であり，妻

は85歳,娘は38歳，婿は40歳である｡1958年以前，

C氏は仏教ケルク派の僧侶であり，民主改革など

の政策により還俗して以降,一般人として働いた。

妻はボン教の家出身であるため，ボン教を信仰し

ている。妻が日常唱えているのが仏教の経である

が，自らはボン教徒であると認識している。婿は

村外の仏教徒である。家の仏間に両教の神仏像が

置かれていた。

調査村に，夫婦と子供からなる小家族或いは核

家族の例も少数見られる｡以下に取り上げる。

例4:D世帯の家族構成

例4で示すように,D氏の世帯は3人家族で構

成されており,D氏夫婦と子供との3人である。

夫婦2人とも40歳代であり，宗派はニンマ派であ

る｡2004年に,畑の仕事をやめて,青海省ゴロク(果

洛）チベット族自治州で商店を開いて商売してい

る。子供は進学している。

例5:E世帯の家族構成

例5で示すように,E氏の世帯は1人で構成さ

れ，単身世帯である。40代であるが，まだ結婚で

きていない。1人で畑の仕事をしている。このs

村には，単身世帯は3戸しかない。
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例6:F世帯の家族構成

例6で示すように,F世帯は4人家族で構成さ

れており,F氏の両親と5歳の子供である。F氏

は33歳である。

以上のように，アムド地域の家族形態は一夫一

妻婚であり，大家族と直系家族，核家族単身世

帯である。

表6:S村とその周辺の村の親族名称

世代 チベット語

s村 周辺の村 s村

2 q･可 例･国 バボ

2 例．計 可･可 アニイ

1 "'.g 例.岡 アジヤ

1 例.劃 園･劃 アマ

1 例･恩 園･恩 アク

1 例．罰 例。司 アニイ

1 鋼.午 "'.qEg アシヤン

1 劃･劃 劃.劃 -マーマ

四．アムド地域における親族名称

チベット・アムド地域では，親族をシャニ(sha

nye肉．近い),シャチャ(shakhrag肉･血),ニイ

ウ(nyebo)と呼ぶ。まず，以下に人類学の基

本的親族名称を取り上げ，それに従って，「自分」

と関係するアムド地域の基本親族名称について述

べる。

表5：人類学の基本的親族名称

E(Ego)＝＝ 自分 B(Brother) 二二 兄弟

F(Father) ＝＝ 父 Z(Sister) ＝＝ 姉妹

M(Mother) ＝二 母 H(Husband) ＝＝ 夫

S(Son) ＝＝ 男の子 W(Wife) 二二 妻

D(Daughter)=女の子

(出所：格楽1993:210)

日本語読み 親族関係

周辺の村

アニヤ FF,MF

ガガ FM,MM

アパ F

アマ M

アク FB

アニイ FZ,WM,

アシヤン MB,WF,

-ママ MBW

1 例'9"a'1.q 例･画･劃引'こ』 アジヤ・マウバ アジヤ・マウバ <E<ZH,FBDH,FZDH,

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

へ

酬・壱.劃

例.罰

､･笥

へ

園，弓

§巨斎

劃可､画

平

劃
平
､劃

ヘ

S|q･囚

ざ雫

誌司

壷調

･詞

･劃
へ

例･壱･訳平

例･9

､･可

例･弓

3厘．詞

劃訓.q

劃平 ･劃

a1"

3

話可

詞･詞

MBDH,MZDH

､劃 アジ・ナマ アジ・ナマ E<BW,FBSW,FZSW,

MBSW,MZSW,

アパ アジヤ E<B(兄）

ヌウ ヌウ E>B(弟）

アジ アジ E<Z(姉）

サァンモ サァンモ E>Z(妹）

マウバ マウバ H,E>ZH

ナマ ナマ W,E>BW

ヴ。シル ヴ。シモ S

ヴモ。シモ ヴモ。シモ ，

ツァオ ツァオ BS,ZS

ツアモ ツアモ BD,ZD

出所:2016年7月の現地調査により筆者作成
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以上の8種の基本親族を中心にしながら，青海

省貴徳県S村とその周辺の村で収集した調査材料

を分析して地域の親族名称を表の形で述べる。

アムド地域の親族名称を見ると，年上の者には

ほとんど「ア」をつけ，年下の者と区別している

のが感じられる。

チベットの親族名称について，各地域によって

異なるが，共通点としての特徴は，年齢の序列を

厳密に考えていることである。「チベット人は，

父（アヤ）母（アマ）兄（アジョ）姉（アジェ）

弟（ノー）妹（ヌモ）のように，年上の者にはす

べて「ア」をつけ，年下の者と区別している。

彼等の呼び方に気をつけてみると，「親等の序列」

よりも「年齢の序列」をより厳密に考えている。

だから兄と弟，叔父と甥という関係は，ともに年

上と年下の関係ということになってしまう（長沢

1964:33)と述べており，以上の表6でも示した

ように，アムド地域においても，年上の者にはほ

とんど「ア"」をつけているのは，以上の表6で

明らかである。

五．考察

アムド地域において，西部大開発のインフラ開

発が進展してから，村落の若者たちは村を出て，

町や村落と遠く離れている地域に出稼ぎに出かけ

る傾向となった。それらの影響を受けて婚姻と家

族の形態も大きく変化した。

婚姻する際に，アムド地域のみならず，チベッ

ト全地域において，「骨系或いは家系」をよく調

べた上で通婚するのが一般的である。川喜田二郎

が指摘しているように同じ骨の者同士は，絶対に

結婚できない。すれば近親相姦であるという社会

的な問題はチベット全地域の共通点であるのが以

上の事例などで明らかである。しかし上述の事例

5と6で示しているように同じ肉の者同士の結婚

は許される。

調査対象のS村の54歳の女性は，近親間で通婚

してはいけない。結婚すると，身体障害者が生ま

れると話してくれた。中央チベットでも「チベッ

トは近親結婚が禁止であり，父系親族は絶対に結

婚してはいけない。母系親族は4世代以上離れた

親族同士ならば，結婚しても構わない。チベット

は交通不便であり，人数も少ない山地であるた

め，近親婚の例も存在したが，生まれた子供は身

体障害者であった。このような例は中央チベット

の林芝や米林などの山地区でよく見られる」（赤

烈曲孔1985:183)。

アムド地域にとって，「骨系或いは家系」に対

して,2000年代の西部大開発以前，不浄骨の世帯

の人と浄の世帯の人とは通婚できず，浄の世帯の

人と浄の世帯の人の間で通婚し，不浄の世帯の人

は不浄の世帯の人の間で通婚していた。しかし，

西部大開発以前，浄と不浄の世帯の人の間で全く

通婚しなかったわけではなく，上述の事例4で示

しているように少数は存在した。

西部大開発以降，インフラ整備の進展や市場経

済の導入などにより，アムド地域の婚姻と家庭の

形態も激しく変化した。上述の事例1,2,3で

示すように，浄の世帯と不浄の世帯の人の間でも

嫁不足や自由恋愛が原因で徐々に通婚できるよう

になった。また，以上の表3でも示すように，違

う守護神の問でも通婚している例が徐々に出現し

てきた。理由としては，若者たちが村外での生活

を経験することで，知り合う機会が増加し，通婚

範囲も拡大した。以上に述べたように，2000年以

前，若者たちが知り合う機会としては，村内の仕

事や夕方の水汲み，晩ご飯後の村民館でのドラ

マ放映会であったが，村外での生活を経験して以

降，村外の若者と付き合いが増え，伝統的な見合

い結婚より，自由恋愛結婚が多くなった。見合い

結婚の範囲はほとんど村内に決まっているが，表

2で示すように,2000年代以降，自由恋愛結婚が

多くなったため，村外から嫁入り形態（又は婿取

り）が多くを占めるようになった。

村外の人と付き合う際に，相手は「淨の世帯」

か「不浄の世帯」か，守護神が違う家の者かがわ

からない。守護神が同じ家の者同士，「淨の世帯」

と「淨の世帯」の者同士の間で付き合ったら，両

親も結婚を許しやすいが，「淨の世帯」と「不浄
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の世帯」の者同士，守護神が違う家の者同士の結

婚は両親に許されることは困難である。しかし，

自由恋愛結婚の事例l,2,3と表3で示すよう

に，子供ができたら，互いの家族も仕方がなく，

違う守護神と世帯であっても許した。自由恋愛結

婚は，経済の発展や若者の村外活動拡大の影響に

より，徐々に通婚範囲，あるいは若者たちの知り

合う機会を，村内を超えて村外や県外に広げた｡

それとともに,S村の婚姻は自由恋愛結婚が増加

したと筆者は考える。

地域の若い人々も出稼ぎや進学するようになっ

たため，恋愛の範囲も拡大して,2000年代以前の

通婚範囲と異なり，村外から嫁入り，婿取りする

傾向が増加した。2000年代以前，通婚範囲はほと

んど村落内に限られ，村内で通婚したら結婚の過

程も簡単であり，離婚率も低かった。しかし，以

上の表2で示すように,2000年代以降になると，

村外から嫁入りの比率が高く，村内の男女同士間

で通婚する比率が低くなっている。

繰り返しになるが，2000年代の初頭まで，上述

したように，チベットの婚姻形式は伝統的であ

り，結婚の過程も非常に簡単であったが，離婚の

過程も簡単であった。2000年代の初頭から子供を

戸籍簿に記載する際に，子供の両親の結婚証が必

要になった。それ以来結婚したら，すぐ政府に登

記し，現代的な結婚の傾向となった。つまり法律

上で承認する婚姻の傾向となった。アムド地域の

村落において，現在も50年代以上の夫婦では結婚

証を持っていない例は多い。

アムド地域においては，直系家族と核家族，大

家族が多く占めており，中でも，直系家族の形態

は多い。表4で示したように,S村落の世帯規模

はl～4世代から成り立っており，そのうちのほ

とんどでは2～3世代の人が一つの世帯単位とし

て生活している。

チベットの婚姻形態については，先行資料に基

づいて分析すると,1950年代以前，主に経済的理

由で複数婚姻も数多く存在していたが,1950年代

からチベットで複数婚姻を行う例は減少してい

る（包智明1992,六鹿2007,WuQi2013,林耀華

1985)。

チベットで複数婚姻をする理由について,1950

年代の青海省のチベット人を調査したアメリカの

チベット学者ロックヒルは，「私の調査によると，

妻を与える夫は必ず兄弟である。すなわち兄がま

ず妻をめとり，弟も彼女と同棲する。一妻多夫制

の起源は，疑いもなく貧困一つまり家族数をふ

やさぬためと，家族の財産を分割せぬためで，こ

の制度がつづいているのは全く貧困のためであ

る。（中略）一夫一婦主義になれた眼からみると，

チベット人のこのような結婚生活は，全く無秩序

に見える。しかし，だからといってチベット人を

未開と見てはいけない。（中略）チベット人の世

界に一妻多夫制が見られるのは，それだけの社会

的・経済的な理由と長期にわたる慣行が背後に秘

められているのである」（長沢1964:32～35)と

述べている。また，「チベットの財産相続は均分

制なので，一妻多夫制にしておけば，兄弟が父の

財産を分割しないですむ。また結婚式にかかる莫

大な経費を節約することができる。何人かの兄弟

がつぎつぎに遠い高原の彼方にキャラバンに赴く

ときには，実質的には一夫一婦制の形になるわけ

だ。女性の発言権の強いチベットでは，このよう

にでもしなければ，兄弟同士の財産分割の争いが

絶えず，どうしても兄弟別居の形をとることに

なってしまうだろう。そうなると，痩せた土地ば

かりの農地は，ますます分割されて小さくなって

しまう。2人または3人の兄弟が1人の妻をもら

えば，こうした財産分割は避けることができるわ

けである」（長沢1964:33)というように，経済

的な理由のため，チベットでは複数婚姻を行って

いた。

上述で示したように，本稿では，チベット・ア

ムド地域における婚姻と家族の形態を明確にする

ため，他チベット地域の婚姻形態や骨系，家系に

関する先行研究をまとめて分析し，アムド地域に

おける婚姻と家族の形態の事例を取り上げなが

ら，チベット族の婚姻と家族形態親族名称に

ついて述べた。さらに，西部大開発のインフラ整

備が進展した2000年以降，アムド地域の村落の若
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者たちが出稼ぎや就学のため村外に出るようにな

')，その影響によって婚姻圏の拡大と，「浄の世

補」と「不浄の世帯」のあいだ，または家の守護

神が違う者同士の結婚が増加し，アムド地域の婚

姻と家族形態に大きな変化が生じたと考察した。

しかし，調査対象のS村落では，婚姻と複数の家

族により「ツオワ」という伝統的社会集団を構成

しており，その集団内の婚姻状況，つまり内婚制

であるか外婚制であるかということについては，

本稿で示していないため，その集団内の婚姻状況

は今後の課題にする。
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【津】

IS村のインフォーマント（男,50代）によると，

例えば，正月の時，早めに嫁の実家に挨拶の訪問

に行く。また，嫁の実家が忙しい時，一般的に手

伝いに行く，また，結婚の時も，一般的に嫁側の

親族の話に従って，結婚式を行うなどの面で，嫁

側の家の地位が高いのは分かる。

2チベット地域は大きく三つに分かれている。それ

らは中央チベット地域,東チベット地域西チベッ

ト地域という。「中央チベット地域はウ・ツァン

と称せられるように，東部のウーと西部のツァン

から成っている。東チベット地域はカムとアムド

の二大地域に分けられる。カムはツァンポ河の大

屈曲部と四川盆地のあいだ付近のことをいい，グ

ルチュ河，ザチュ河，ディチュ河，ニャクチュ河

の大河やその支流が険しい渓谷を形成している。

アムドは現中国青海省から甘粛省西南部や四川省

北西部にかけての地域をいう。西チベット地域は

ガリと呼ばれる。乾燥した厳しい気候のもとにあ

るが，それでもインダス河，サトレジ河，ツァン

ポ河の大河川の源付近には居住可能な渓谷があ

る」（石川2009:12～14)。

チベット全地域の地勢は西のほうが高地西か

ら徐々に低い地勢になっている。地勢の高さに

よって上部．中部，下部と三つに分けられ，順番

にガリ(mnga'ris)は沢にたとえられ，ウ・ツァ

ン(dbusgtsang)は灌概用水路にたとえられ，

ドカム(mdokhams)は水田にたとえられている

と古代史料に記載されていた。言い換えれば，上

部のガリは三つの地区となり，中部のウ・ツァン

は四つの地区となり，下部のドカムは六つの山地

となる。

3アムド方言は，チベット地域における三大方言の

一つである。その三大方言は，①ウ・ツァン方言

（前蔵・後蔵)，②カム方言（康)，③アムド方言

である。吐蕃時代に,チベット語は三回改革(skad

gsarbcad)を行ったが，アムド地域は中央チベッ

トとは距離的に遠く，改革の影響を完全に受けな

かったため，古代言語が多数残っている。それが

アムド方言の特徴であると言語学界で言われてい

る。

4村人によると,21世紀以前,S村では，一般に言

えば，男は18歳，女は16歳になると，結婚すべき

年齢であると見なされていた。

5ハデンラモについて，沃蒸科堆茨(1993:27)は，

「チベット仏教ケルク派の主要な女守護神であり，

彼女の化身であるマジュハデンラモは西藏ラサ地

域の主要な女守護神である」と記述している。

6チィランの語彙について，歴史文献の中でte'u

rang,the'urang,thebrang,theburang,the'

urangsなど違う文字で記載しており，チィラン

の由来，各地域への伝播，特にアムド地域の民間

習俗では，チィランに注意することやその原因

について「中国藏学』に記載されている「shabo

mkha'byams2011｣。

7筆者が調査村に滞在している時に，意外なことが

起こった。それは「ハデンラモ守護神のある家が

チィランの家の知り合いに金を貸して，返す期間

を過ぎて2年経ったが，返してくれなかった。

チィランの家は保証人であるため，ハデンラモ守
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護神のその家長が保証人であるチィランの家のト

ラクターを縛って持ってきた。その翌日，トラク

ターを使う時，家長の手が機械に入ってしまって

指を切ってしまった。その時チィランの家が

怒ったせいであると考えた｣。また，40代の男性

は「数年前であるが，同じこのチィランの家の家

長と放牧に行った。夜，一つのベットに寝ている

と，夢の中で身体に猫が這ってきた。怖かった

ので「ゼルーウ（現地語で猫に対する叱る言葉)」

と殴ってすぐ起きたら，隣に寝ている家長も起き

た。その家長にどうしたと聞かれたが，その猫が

彼であるのが私は分かった。彼は分からないらし

かったが，言うとよくないため，夢を見ただけだ

と返事した。チィランの家は本当に存在する」と

話してくれた。
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